
β-グルカンについて提案されている血液中のLDL

コレステロール値の低下メカニズム 
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コレステロール抑制のもう一つのメカニズム 

β-グルカン、難消化性デキストリン、ポリデキストロースなどの食物繊維（プレバイオティクス）が腸内フローラで発酵

した結果生じるプロピオン酸のような短鎖脂肪酸がコレステロール合成経路を阻害し、LDL コレステロールの抑制に

寄与している可能性のあることがこれまでの研究で示唆されています 1-3。 
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①肝臓で生成される胆汁

は小腸内で脂肪の消化を

助けます。胆汁の生成には

コレステロールが必要とされ

ています。 

 

②摂取されたエンバク由来

β-グルカンは、胃に入った

後、小腸に移行して粘着

性のあるゲルを形成します。 

④血液中の胆汁酸レベルが

低下すると、必要な胆汁が肝

臓で生成されます。そのために

血液からコレステロールが集め

られ、材料として使われます。 

胆汁が作られるにしたがい、

「悪玉」の LDL コレステロール

を作るためのコレステロールが

おのずと減少します。 

 

③このβ-グルカンは消化

管内で（本来であれば

再吸収後、再利用される

はずの）胆汁酸と結合

し、体外へ排泄されます。 
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